
河川構造物設計要領　改正箇所一覧 2018年5月

編及び章 該当ページ 現　　　　　行 改　　　　　正

第1編　総則
第4章　設計一般

１－４－５

２－３－６７に記載のある
（４）設計水平震度
②水中における見かけの水平震度は、第1編
4-2　2)による
とあるが，第１編4-2　2)が無い．

「2) 水中における見かけ震度」の追加．

第2編　河川編
第3章　護岸

２－３－６７

（４）設計水平震度
①空気中における設計震度は、本編2-3-3 4)
(4)表2-3-16によるものとする。
とあるが，表2-3-16が無い．

同ページに
設計震度を示す「表3-2-4-1」を追加し，本文を
「① 空気中における設計震度は、表3-2-4-1
により設定するものとする。」に修正．
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  表 4-2-5 沖積層厚と洪積層厚による地盤種別の区分 

地盤種別 対 象 地 盤 

Ⅰ 種 沖積層厚が 25ｍ未満で、かつ、沖積層厚の 2 倍と洪積層厚の和が 10ｍ以下の地盤 

Ⅱ 種 沖積層厚が 25ｍ未満で、かつ、沖積層厚の 2 倍と洪積層厚の和が 10ｍを超える地盤 

Ⅲ 種 沖積層厚が 25ｍ以上の地盤 

〔道示（耐震）4.5〕※H14 年 3 月版 

耐震性能照査上の地盤種別の概略の目安としては、Ⅰ種地盤は良好な洪積地盤および岩盤、Ⅲ種地盤は沖積

地盤のうち軟弱地盤、Ⅱ種地盤はⅠ種地盤およびⅢ種地盤のいずれにも属さない洪積地盤及び沖積地盤と考え

てよい。ここでいう沖積層には、崖崩れ等による新しい堆積層、表土、埋立土、及び軟弱層を含み、沖積層の

うち締まった砂層、砂礫層、玉石層については洪積層として取り扱ってよい。 

沖積層：約 2 万年前から現在まで河川が運んできた土砂の堆積物である。〔土木工学ハンドブック 3.2.3〕 

 

  2) 水中における見かけ震度 〔河川砂防（設Ⅰ）7.3.1〕 

    地震時の土圧を計算する場合、水中における見かけ震度は次式によって各震度ごと（通常 2～3ｍ）に計算す

ることを原則とする。 
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    ここに、 'hK  ：水中の見かけ震度 

        ：土の空中の単位体積重量（ 3KN/m ）｛ 3tf/m ｝ 

       '  ：土の水中の見かけ単位体積重量（ 3KN/m ）｛ 3tf/m ｝ 

       
w

 ：水の単位体積重量（ 3KN/m ）｛ 3tf/m ｝ 

       
1h  ：水面上の土層厚さ（m） 

       
2h  ：水面下の土層厚さ（m） 

       W  ：載荷重（ 2KN/m ）｛ 2tf/m ｝ 

       
hK ：空中の水平震度 

(注) 鋼矢板二重式仮締切の設計に示されている見かけ震度の式 'hK  は、上式においてW =0、
1h =0 とし、 

satw'  を、水で飽和された土の空気中の単位体積重量として求めた場合である。 
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【図 解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  設計水平震度 

① 空気中における設計震度は、表 3-2-4-1 により設定するものとする。 

② 水中における見かけの水平震度は、第 1編 4-2 2）によるものとする。 

 

表 3-2-4-1 慣性力に対する設計震度Ｋh 〔河川砂防（設 I）第 1 章 2.3.3〕 

堤防規模 
地域区分 

強震帯地域 中震帯地域 弱震帯地域 

B/H≦10 0.18 0.15 0.12 
10＜B/H≦20 0.16 0.14 0.11 

20＜B/H 0.15 0.12 0.10 

 

(5)  上載荷重 

護岸背面の上載荷重は余盛、トラック等の運行、地盤沈下後の嵩上盛土、背面舗装、積雪地域での、雪荷

重等を考慮し、次の値を標準とする。 

①  常 時 ｑ=10 kN/ｍ2  

②  地震時 ｑ= 5 kN/ｍ2  

図 3-2-27-1 堤防形状 Ｂ／Ｈ 

図 3-2-27 残留水位 


